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な
い
た
め
、原
則
、健
康
保
険
の
適
用
外
で
、

こ
れ
ら
に
か
か
る
費
用
は
、
各
種
公
的
助
成

が
な
け
れ
ば
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

妊
婦
健
診
は
、
妊
娠
満
８
週
こ
ろ
に
１
回

目
を
受
診
し
た
後
、
妊
娠
満
23
週
ま
で
は
４

週
間
に
１
回
、
妊
娠
満
24
週
か
ら
35
週
ま
で

は
２
週
間
に
１
回
、
妊
娠
満
36
週
か
ら
分
娩

ま
で
は
１
週
間
に
１
回
、
計
14
回
程
度
受
け

る
の
が
一
般
的
で
す
。

妊
婦
健
診
に
か
か
る
費
用
は
医
療
機
関

や
検
査
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
費

用
負
担
に
対
し
て
す
べ
て
の
自
治
体
が
公

費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
（
Ｑ
３
参
照
）。

自
治
体
に
よ
り
助
成
額
は
異
な
る
ほ
か
、
検

査
内
容
等
に
も
よ
る
の
で
、
幅
を
も
っ
て
み

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
助
成
で
カ
バ
ー
で

き
ず
、
自
分
で
負
担
す
る
額
は
一
般
的
に
１

〜
10
万
円
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
正
常

分
娩
で
室
料
差
額
な
ど
を
含
ま
な
い
出
産

費
用
の
平
均
額
は
46
万
２
１
７
円
で
す
【
図

表
１
】。
出
産
時
に
は
、公
的
医
療
保
険
（
健

康
保
険
や
共
済
等
）
か
ら
子
ど
も
１
人
に
つ

き
約
42
万
円
の
出
産
育
児
一
時
金
（
Ｑ
３
参

照
）
が
支
給
さ
れ
る
た
め
、
自
分
で
負
担
す

る
額
は
そ
の
一
時
金
と
の
差
額
に
な
り
ま

す
。こ

の
ほ
か
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
用
品
や
ベ
ビ
ー

用
品
な
ど
の
購
入
費
用
も
必
要
で
す
。
お
金

の
か
け
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
一
概
に
は
言

え
ま
せ
ん
が
、
10
万
円
以
上
は
見
積
も
っ
て

お
い
た
方
が
よ
い
よ
う
で
す
。

監修／和賀成哉、小林　剛（社会保険労務士法人 大槻経営労務管理事務所）

2
A

2
Q

妊
娠
・
出
産
費
用
の

負
担
軽
減
の
た
め
の
制
度
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い

負
担
軽
減
の
た
め
、
国
や
自
治
体
が
様
々
な
制
度
を
設
け
て
い
ま
す

妊
娠
・
出
産
に
か
か
る
費
用
は
、
国
や

自
治
体
が
設
け
て
い
る
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
で
負
担
を
軽
減
で
き
ま
す
【
図
表
２
】。

た
だ
し
、
誰
で
も
利
用
で
き
る
制
度
と
、
会

社
員
だ
け
が
対
象
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

妊
娠
、
出
産
で
か
か
る
主
な
費
用
は
、
妊

娠
時
に
定
期
的
に
受
診
す
る
妊
婦
健
診
（
妊

婦
健
康
診
査
）
の
費
用
と
、出
産
時
の
分
娩
・

入
院
費
用
で
す
。
妊
娠
や
出
産
は
病
気
で
は

1
A

1
Q

妊
娠
・
出
産
に
か
か
る
主
な
費
用
に
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か

妊
婦
健
診
や
分
娩
費
用
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ビ
ー
用
品
の

購
入
費
用
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す

【図表１】出産費用の状況（令和元年度/速報値）

（出所）厚生労働省「第136回社会保障審議会医療保険部会資料（令和
2年12月2日）」を基に監修者作成

※正常分娩に係る直接支払制度専用請求書を集計したもの。室料差額、
産科医療補償制度掛金、そのほかの費目を除く出産費用の合計額

妊娠・出産時は、健診や分娩などにかかる費用負担、
働けない期間の収入減など、お金に関する不安を感
じる方が少なからずいらっしゃると思います。しか
し、妊娠や出産にかかる費用や収入減を補う制度が
各種整備されています。制度内容を把握し、上手に
活用できるようQ&A形式で解説していきます。

妊娠・出産に妊娠・出産に
かかる費用とかかる費用と

負担軽減のための負担軽減のための
主な制度主な制度

産院の種類 平均値

全体 460,217円

公的病院
（国公立病院、国公立大学病院、国立病院機構など） 443,776円

私的病院
（私立大学病院、医療法人病院、個人病院など） 481,766円

診療所
（官公立診療所、医療法人診療所、個人診療所、

助産所など）
457,349円



くらし塾 きんゆう塾 2021年秋号07

こ
の
内
ほ
ぼ
全
て
の
妊
産
婦
が
利
用
で

き
る
「
妊
婦
健
診
費
の
助
成
」「
出
産
育
児

一
時
金
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

妊
婦
健
診
費
に
対
し
て
は
、
居
住
す
る

各
自
治
体
が
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
居
住

地
の
役
所
に
妊
娠
届
を
提
出
す
る
と
、
母
子

健
康
手
帳
と
一
緒
に
「
妊
婦
健
康
診
査
受
診

票
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
（
自
治
体
に
よ
り
ま

す
が
、
14
枚
程
度
）。
１
回
の
受
診
に
つ
き

受
診
票
１
枚
を
窓
口
に
提
出
す
る
と
、
受
診

票
に
記
載
さ
れ
た
検
査
項
目
の
範
囲
内
に

つ
い
て
は
公
費
負
担
の
対
象
と
な
り
、
費
用

が
助
成
さ
れ
ま
す
。
公
費
負
担
の
対
象
範
囲

や
助
成
費
の
上
限
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
体

の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

例
え
ば
、
東
京
都
板
橋
区
の
場
合
、
検

査
項
目
の
範
囲
内
の
妊
婦
健
診
14
回
で
、

７
万
６
７
６
０
円
分
が
公
費
負
担
と
な
り
、

さ
ら
に
、
妊
婦
子
宮
頸
が
ん
検
診
や
妊
婦

超
音
波
検
査
に
つ
い
て
も
助
成
さ
れ
ま
す
。

（
令
和
３
年
９
月
１
日
現
在
）

妊
婦
健
康
診
査
受
診
票
は
、
受
診
時
に

発
行
元
の
自
治
体
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

が
使
用
の
条
件
で
す
。
ま
た
、
里
帰
り
出
産

で
、
妊
婦
健
康
診
査
受
診
票
を
使
用
せ
ず
自

費
で
受
診
し
た
場
合
、
未
使
用
の
妊
婦
健
康

診
査
受
診
票
、
妊
婦
健
診
を
受
診
し
た
際
の

領
収
書
原
本
、
母
子
健
康
手
帳
な
ど
を
居
住

地
自
治
体
の
窓
口
に
提
出
す
る
こ
と
で
、
か

か
っ
た
実
費
に
対
す
る
助
成
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

出
産
時
の
分
娩
・
入
院
費
用
に
つ
い
て

は
、
国
か
ら
「
出
産
育
児
一
時
金
」
が
支

給
さ
れ
、
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
は
子
ど
も
一

人
に
つ
き
42
万
円
（
産
科
医
療
補
償
制
度

に
未
加
入
の
医
療
機
関
で
の
出
産
は
同

40
万
４
０
０
０
円
）
で
す
。
双
子
な
ど
多
胎

児
の
場
合
は
、
同
額
が
人
数
分
支
給
さ
れ
ま

す
。対

象
と
な
る
条
件
は
、
妊
娠
４
カ
月
（
85

日
）
以
上
の
出
産
（
流
産
・
死
産
・
中
絶
含
む
）

で
あ
る
こ
と
。
勤
務
先
の
健
康
保
険
や
そ
の

扶
養
家
族
、
あ
る
い
は
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
、
働
き
方
を
問
わ

ず
対
象
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
出
産
育
児
一
時
金
は
出
産
後
の
申

請
・
支
給
（
後
払
い
）
の
た
め
、
妊
産
婦
が

医
療
機
関
の
窓
口
で
一
時
的
に
多
額
の
費

用
を
立
て
替
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

負
担
を
軽
減
す
る
制
度
と
し
て
「
直
接
支
払

制
度
」
や
「
受
取
代
理
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

   

「
直
接
支
払
制
度
」
は
、
出
産
育
児
一
時

金
の
金
額
を
上
限
と
し
て
、
医
療
機
関
な
ど

が
健
康
保
険
組
合
に
直
接
出
産
費
を
請
求

す
る
制
度
で
す
。
多
く
の
医
療
機
関
で
こ
の

直
接
支
払
制
度
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
窓
口

で
支
払
う
の
は
、
出
産
費
か
ら
出
産
育
児
一

時
金
を
差
し
引
い
た
額
だ
け
で
済
み
ま
す
。

通
常
は
妊
産
婦
本
人
の
申
請
は
不
要
で
す

が
、
出
産
費
用
が
出
産
育
児
一
時
金
支
給
額

よ
り
少
な
い
場
合
、
そ
の
差
額
を
受
け
取
る

た
め
に
本
人
に
よ
る
申
請
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

小
規
模
施
設
な
ど
で
直
接
支
払
制
度
が
使

え
な
い
場
合
は
、「
受
取
代
理
制
度
」
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
直
接
支
払
制
度
と
同
様
に

窓
口
で
の
負
担
を
軽
減
で
き
ま
す
。
こ
の
制

度
を
利
用
す
る
場
合
、
出
産
予
定
の
医
療
機

関
を
出
産
育
児
一
時
金
の
受
取
代
理
人
と
す

る
申
請
書
を
、
妊
産
婦
本
人
が
健
康
保
険
組

合
な
ど
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

3
A

3
Q

妊
娠
ト
ラ
ブ
ル
で
長
く
会
社
を
休
ん
だ
り
、
妊
娠
・
出
産
で
標
準
よ
り
も

多
額
の
医
療
費
が
か
か
っ
た
と
き
に
利
用
で
き
る
制
度
は
あ
り
ま
す
か

「
高
額
療
養
費
」
や
「
医
療
費
控
除
」、「
傷
病
手
当
金
」
が
あ
り
ま
す

妊
娠
し
て
い
な
い
と
き
は
健
康
で
も
、
妊

娠
中
は
つ
わ
り
や
切
迫
流
産
な
ど
の
妊
娠
ト

ラ
ブ
ル
で
入
院
し
た
り
、
自
宅
療
養
が
必
要

に
な
る
な
ど
、
経
済
的
な
負
担
が
増
す
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
利
用
で

き
る
の
が
、「
高
額
療
養
費
」
や
「
医
療
費
控

除
」、「
傷
病
手
当
金
」
の
各
制
度
で
す
。

医
療
機
関
で
支
払
う
月
々
の
医
療
費
が
上

種類 会社員 専業主婦
自営業者 対象になる条件 受取額／助成額の目安

妊婦健診費の
助成 ○ ○ 市区町村に住民票がある

こと　※1
原則14回分無料（自治体に
よって変わる）

出産育児
一時金 ○ ○

健康保険に加入している
人（その配偶者や国民健
康保険加入者も含む）で
妊娠4カ月以上で出産し
た場合

子ども1人につき42万円
（産科医療補償制度に加入
していない医療機関での出
産は40万4,000円）

高額療養費 ○ ○ 1カ月の医療費が自己負
担限度額を超えた場合

自己負担限度額を超えた
額。標準報酬月額28万～50
万円の場合、自己負担限度
額は約8万100円＋α／月
※２

医療費控除 ○ ○
医療費が1年間（１から12
月）に10万円を超えた場
合など

10万円を超えた医療費の1
割など

傷病手当金 ○ ×
出産する本人が勤務先
の健康保険に加入してい
て、傷病の療養で連続4
日以上休んだ場合

月給のおよそ3分の２

出産手当金 ○ ×
出産する本人が勤務先
の健康保険に加入してい
て、産休を取得した場合

約43万5,500円（月給20万
円、産休取得期間98日の場
合）

育児休業
給付金 ○ ×

育休を取得する本人が勤
務先の雇用保険に加入し
ていて、育休を取得した
とき（一定の要件あり）

約140万円（月給20万円、
育休取得期間1年の場合）

【図表2】妊娠・出産費用を助成する制度

（出所）監修者作成

※1 里帰り出産などで、交付された妊婦健康診査受診票を使用しなかった場合も、そ
の費用の一部が助成される

※2 標準報酬月額とは、社会保険料を計算するために報酬月額の区分（等級）ごとに
設定されている金額のこと
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加
入
し
て
い
る
会
社
員
で
す
（
自
営
業
者
や

専
業
主
婦
は
対
象
外
）。

出
産
手
当
金
は
、
健
康
保
険
か
ら
産
休
期

間
に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
原
則
、
出
産

日
以
前
42
日
（
多
胎
児
の
場
合
98
日
）
か
ら
、

出
産
日
の
翌
日
以
降
56
日
ま
で
の
範
囲
が
給

付
対
象
で
す
。
出
産
日
が
予
定
よ
り
早
ま
れ

ば
手
当
金
は
少
な
く
な
り
、
出
産
日
が
予
定

よ
り
遅
れ
た
場
合
は
、
遅
れ
た
期
間
に
つ
い

て
も
支
給
対
象
に
な
り
ま
す
【
図
表
４
】。

１
日
あ
た
り
の
支
給
額
は
、
勤
続
１
年
以

上
の
方
の
場
合
、傷
病
手
当
金
と
同
じ
く
「
支

給
開
始
日
以
前
の
継
続
し
た
12
カ
月
間
の
平

均
標
準
報
酬
月
額
÷
30
日
×
２
／
３
」
で
算

出
し
ま
す
（
勤
続
１
年
未
満
の
方
も
、
支
給

額
の
算
式
は
異
な
り
ま
す
が
支
給
対
象
）。
例

え
ば
、
１
年
以
上
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

た
、
月
給
20
万
円
の
妊
産
婦
が
、
産
前
・
産

後
合
わ
せ
て
98
日
間
の
産
休
を
取
得
し
た

場
合
、
20
万
円
÷
30
日
×
２
／
３
×
98
日
＝

43
万
５
５
０
０
円
程
度
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

産
休
後
に
育
休
を
取
得
す
る
場
合
、
雇
用

保
険
か
ら
支
給
さ
れ
る
給
付
金
が
育
児
休
業

給
付
金
で
す
。
正
社
員
の
場
合
、
育
休
開
始

前
の
２
年
間
に
、
被
保
険
者
と
し
て
11
日
以

上
就
業
し
た
月
が
12
カ
月
以
上
あ
る
こ
と
が

支
給
条
件
で
す
。
契
約
社
員
な
ど
有
期
雇
用

の
場
合
は
、
休
業
の
申
出
時
点
で
①
１
年
以

上
の
継
続
就
業
、
②
子
ど
も
が
１
歳
半
に
な

る
ま
で
に
労
働
契
約
期
間
が
満
了
・
不
更
新

と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
が
条
件

に
な
り
ま
す
。

支
給
期
間
は
、
原
則
、
養
育
し
て
い
る
子

ど
も
の
１
歳
の
誕
生
日
の
前
々
日
ま
で
で
す

が
、
保
育
所
に
入
所
で
き
な
い
な
ど
、
一
定

の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
は
、
最
長
２
歳
ま

で
延
長
が
可
能
で
す
。

支
給
額
は
、「
休
業
開
始
時
賃
金
日
額
×

支
給
日
数
×
67
％
（
育
休
開
始
か
ら
６
カ
月

経
過
後
は
×
50
％
）」
で
す
。
例
え
ば
、
月
給

20
万
円
で
育
休
を
１
年
間
取
得
し
た
場
合
、

（
20
万
円
×
67
％
×
6
カ
月
）
＋
（
20
万
円
×

50
％
×
６
カ
月
）
＝
１
４
０
万
４
０
０
０
円

程
度
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
保
険
な
ど
、

社
会
保
険
料
の
被
保
険
者
と
し
て
の
支
払
い

は
、
産
休
・
育
休
中
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

4
A

4
Q

会
社
勤
め
を
し
て
い
る
場
合
に
、
妊
産
婦
が
利
用
で
き
る

産
休
・
育
休
中
の
費
用
負
担
の
サ
ポ
ー
ト
は
あ
り
ま
す
か

「
出
産
手
当
金
」
や
「
育
児
休
業
給
付
金
」
が
あ
り
ま
す

一
般
的
に
、
産
休
（
産
前
産
後
休
暇
）
や

育
休
（
育
児
休
業
）
の
取
得
中
は
会
社
か
ら

給
料
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
収
入
減
を

カ
バ
ー
す
る
国
の
制
度
が
「
出
産
手
当
金
」

や「
育
児
休
業
給
付
金
」（
い
ず
れ
も
非
課
税
）

で
、
支
給
対
象
は
健
康
保
険
と
雇
用
保
険
に

【図表４】出産手当金の仕組み 

（出所）監修者作成

限
額
を
超
え
る
と
、
そ
の
超
過
分
が
支
給
さ

れ
る
の
が
高
額
療
養
費
制
度
で
す
。
お
金
が

戻
っ
て
く
る
の
は
手
続
き
後
（
後
払
い
）
な

の
で
、
帝
王
切
開
で
の
出
産
な
ど
、
事
前
に

高
額
療
養
費
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
場
合
は
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の

交
付
を
受
け
て
お
く
と
、
窓
口
で
の
支
払
額

が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
で
済
み
ま
す
。

医
療
費
控
除
は
、
１
年
間
に
か
か
っ
た
医

療
費
が
一
定
額
を
超
え
た
と
き
、
確
定
申
告

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
病
院
で
支
払
っ
た
額

の
一
部
が
還
付
さ
れ
る
制
度
で
す
。
例
え
ば
、

妊
娠
と
診
断
さ
れ
て
か
ら
の
定
期
検
診
や
検

査
な
ど
の
費
用
の
う
ち
、
自
己
負
担
分
や
通

院
費
用
な
ど
が
医
療
費
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
還
付
額
は
、「（
そ
の
年
に
支
払
っ
た

医
療
費
の
合
計
金
額
保
険
金
な
ど
で
補
て

ん
さ
れ
る
金
額

10
万
円
）×
所
得
税
の
税
率
」

で
計
算
で
き
ま
す
【
図
表
３
】。

傷
病
手
当
金
は
、
健
康
保
険
に
加
入
す
る

会
社
員
の
み
対
象
（
自
営
業
者
や
専
業
主
婦

は
対
象
外
）
の
制
度
で
す
。
連
続
す
る
３
日

を
含
む
４
日
以
上
仕
事
が
で
き
ず
に
休
ん
だ

場
合
に
、
４
日
目
か
ら
手
当
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

傷
病
手
当
金
は
健
康
保
険
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。
支
給
期
間
は
支
給
開
始
日
か
ら
最
長

１
年
半
で
、
１
日
あ
た
り
の
支
給
額
は
、
勤

続
１
年
以
上
の
方
の
場
合
、「
支
給
開
始
日
以

前
の
継
続
し
た
12
カ
月
間
の
平
均
標
準
報
酬

月
額
÷
30
日
×
２
／
３
」
で
算
出
し
ま
す
（
勤

続
１
年
未
満
の
方
も
、
支
給
額
の
算
式
は
異

な
り
ま
す
が
支
給
対
象
）。

【図表３】医療費控除の計算例 

（出所）国税庁「令和2年分確定申告特集」を基に監修者作成
※所得税の税率は課税所得に応じて5％から45％の7段階に区分

̶ ̶ ×

※所
得
税
の
税
率

戻
っ
て
く
る
お
金

＝

1
年
間
に
か
か
っ
た

医
療
費
の
自
己
負
担
額

（
出
産
以
外
に
自
分
や
家
族
の
病
気
、

ケ
ガ
の
治
療
費
な
ど
も
含
む
）

出
産
育
児
一
時
金
や
保
険
金
な
ど

10
万
円

（
所
得
の
合
計
額
が
２
０
０
万
円
未
満

の
場
合
、
所
得
の
合
計
額
の
５
％
）

出産手当金の支給期間
（42日+α日+56日）

42日 遅れた期間
（α日） 56日

妊娠 産前休業
開始日

出産
予定日

実際の
出産日

［ 63万円 -42万円 -10万円 ］×10％=1万１,000円例



くらし塾 きんゆう塾 2021年秋号09

5
A

5
Q

両
親
で
育
児
休
業
を
取
っ
た
場
合
、

育
児
休
業
給
付
金
は
ど
う
な
り
ま
す
か

母
親
だ
け
で
な
く
父
親
も
給
付
金
の
対
象
と
な
り
、

育
児
休
業
の
延
長
も
可
能
で
す

労
働
省「
令
和
元
年
度
雇
用
均
等
基
本
調
査
」

の
結
果
概
要
）。
そ
の
た
め
、
２
０
２
１
年

６
月
の
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
に
よ
り
、

新
た
に
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か
ら
８
週
間
以

内
に
最
大
４
週
間
の
休
み
を
２
回
に
分
け
て

取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
労

使
協
定
を
締
結
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、
労

働
者
が
合
意
し
た
範
囲
で
育
休
中
の
就
業
を

可
能
に
す
る
な
ど
、
男
性
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
育
休
を
取
得
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
内
容

が
盛
り
込
ま
れ
、
２
０
２
２
年
４
月
以
降
、

順
次
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
妊
娠
時
・

出
産
時
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
費
用
が
か
か
り

ま
す
が
、
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
が
各
種
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。
妊
娠
が
分
か
っ
た
ら
、

こ
う
し
た
助
成
・
負
担
軽
減
制
度
を
前
提

に
、
自
己
負
担
額
が
い
く
ら
に
な
り
そ
う
か

試
算
す
る
な
ど
、
夫
婦
で
あ
ら
か
じ
め
準
備

し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

不
妊
治
療
や
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
あ

る
夫
婦
の
割
合
は
、
約
18
%
と
な
っ
て
い

ま
す
（
厚
生
労
働
省
「
不
妊
治
療
と
仕
事

の
両
立
サ
ポ
ー
ト
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」）。
し
か

し
な
が
ら
、
一
般
不
妊
治
療
（
タ
イ
ミ
ン
グ

法
や
人
工
授
精
な
ど
）
で
妊
娠
し
な
い
場
合

に
受
け
る
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
や

顕
微
授
精
な
ど
）
は
、
健
康
保
険
の
適
用

外
で
高
額
な
医
療
費
が
か
か
り
、
少
子
化

対
策
に
お
け
る
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
２
０
２
０
年
の
少
子
化
社
会

対
策
大
綱
で
は
、
不
妊
治
療
へ
の
支
援
拡

充
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
４
月

か
ら
は
特
定
不
妊
治
療
が
健
康
保
険
の
対

象
に
な
る
ほ
か
、
２
０
２
２
年
３
月
ま
で
の

移
行
期
間
は
、
所
得
制
限
の
撤
廃
や
助
成

額
の
増
額
を
行
う
な
ど
、
不
妊
治
療
を
す

る
夫
婦
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ

ま
す
【
図
表
６
】。

【図表６】不妊治療への支援拡充の内容 

（出所）厚生労働省「不妊に悩む方への特定治療支援事業の拡充について」を基に監修者作成

不妊治療をして
高額な費用がかかったときのサポート制度

近
年
、
少
子
化
対
策
、
子
育
て
環
境
整
備

の
一
環
と
し
て
、
父
親
の
育
休
取
得
に
関
し

て
も
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

右
記
Ａ
４
で
、
妊
産
婦
の
育
児
休
業
給
付

金
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
が
、
父
親
が
育

休
を
取
得
す
る
際
、
雇
用
主
か
ら
支
払
わ
れ

る
賃
金
が
一
定
割
合
未
満
の
場
合
に
は
、
母

親
の
出
産
日
当
日
を
育
休
の
開
始
日
と
し

て
、
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
対
象
に
な
り

ま
す
。
母
親
と
父
親
の
両
方
が
育
休
を
取
得

す
る
と
、
２
人
共
育
児
休
業
給
付
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
育
休
は
通
常
１
人
の
子
ど
も
に
つ

き
１
回
ま
で
で
す
が
、
父
親
が
子
ど
も
の
出

生
後
８
週
間
以
内
に
育
休
を
取
得
・
終
了
し

た
場
合
、「
パ
パ
休
暇
制
度
」
に
よ
り
、
特

別
な
事
情
が
な
く
て
も
育
休
を
再
度
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
２
回
目
の
育
休
も

給
付
金
の
支
給
対
象
）。

さ
ら
に
、
両
親
が
と
も
に
育
休
を
取
得
す

る
場
合
、「
パ
パ
・
マ
マ
育
休
プ
ラ
ス
制
度
」

に
よ
り
、
条
件
（
※
）
を
満
た
せ
ば
、
育
休

期
間
を
２
カ
月
（
子
ど
も
が
１
歳
２
カ
月
に

達
す
る
ま
で
）
延
長
す
る
こ
と
も
可
能
で
す

【
図
表
５
】。

（
※
）
①
育
児
休
業
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
労
働

者
（
以
下
本
人
）
の
配
偶
者
が
、
子
ど
も
が
１

歳
に
達
す
る
ま
で
に
育
児
休
業
を
取
得
し
て
い

る
こ
と
、
②
本
人
の
育
児
休
業
開
始
予
定
日
が
、

子
ど
も
の
１
歳
の
誕
生
日
以
前
で
あ
る
こ
と
、

③
本
人
の
育
児
休
業
開
始
予
定
日
が
、
配
偶
者

が
取
得
し
て
い
る
育
児
休
業
の
初
日
以
降
で
あ

る
こ
と

こ
の
よ
う
に
各
種
制
度
は
整
備
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
民
間
企
業
の
男
性
の
育
休
取
得

率
は
７
・
48
%
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
（
厚
生

【図表５】パパ・ママ育休プラス制度を利用した場合の例

（出所）厚生労働省「両親で育児休業を取得しましょう！」を基に監修者作成

例

ママ

パパ

出産手当

8週間 育児休業6カ月間

給付率67％ 給付率50％

この場合、子どもが1歳2カ月に達するまで
給付対象になる

産後8週間 8カ月 1歳 1歳2カ月

育児休業6カ月間

給付率67％

治療終了日が2020年12月末までの支援制度
所得制限 730万円未満（夫婦合算の所得）

助成額 1回15万円（初回のみ30万円）

助成回数 生涯で通算6回まで（40歳以上43歳
未満は3回）

対象年齢 妻の年齢が43歳未満

治療終了日が2021年1月からの支援制度
所得制限 撤廃

助成額 1回30万円

助成回数 6回（変更なし）、ただし、回数のカウン
トを「子ども1人あたり6回」に見直す

対象年齢 妻の年齢が43歳未満（変更なし）

※助成回数と対象年齢については、保険適用に向け
たガイドライン作成の際に改めて検証予定
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